
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

（１）単元観 

単元の目標 
平均の意味を理解し，求めることができる。また，平均を使って，長さなどの

概測ができる。                【学習指導要領 ５年 B（３）】 
単元全体を通して
働くアイデア 

「いくつかの量を合わせて１つにし，それを等分すればどれもみな同じ大きさ
になる」という平均の考え方 

単元課題の場面 

教頭先生から５・６年生の体力に不安を感じるという話をされた村上先生は， 
５年生児童に，気になっていた立ち幅跳びの学級の記録が全国平均と比べるとど
うなのか，そして全国平均を超えるにはどの程度の目標を立てたらいいのか考え
ます。 

本単元では，「ならして同じ大きさにしたもの」という平均の意味，平均の計算の仕方及び長さの概測において

平均を用いて測定した値を処理する方法を取り上げ，平均を利用することのよさについて気づき利用できるように

なることをねらいとしている。児童はこれまでに日常生活の中で大きさの違ういくつかの量をならして考える場面

をいくつも経験していると思われる。また，「ある数量を等分した時にできる１つ分の数量」という平均を求める

際の基本的な考え方は，第３学年「わり算」で等分するという意味に関連して学習している。また，概測によりお

よその大きさをとらえることに関連して，第４学年では，概数の学習で数量を大局的にとらえてきている。 

本単元では，これらの学習を基礎にして，平均の意味，平均の計算の仕方，測定値を平均する考えを用いること

を取り上げ，理科などの他教科や生活に活用できるようにすることがねらいである。 

【指導内容の関連】                                  

 

 

 

 

                       

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

１ 単元について 

（１）単元観 

単元の目標 
速さの意味や表し方を知り，速さに関する計算ができる。 

【学習指導要領 ６年 B（４）】 

単元全体を通して働

くアイデア 

「速さ」は「進んだ道のり」と「時間」に依存していることをとらえて，単位量あ

たりの学習を活かす考え方 

単元課題の場面 

教頭先生から５・６年生の体力に不安を感じるという話をされた村上先生は，５・ 

６年生児童に，教頭先生から走り方がいけないと言われた持久走をなんとかしようと３

人の児童にペース配分の工夫をしてもらいましたが，どれが一番いい記録が出るか話し

合い，みんなに提案します。 

児童は，第５学年で「単位量あたりの大きさ」で，異種の二つの量の割合として捉える数量について，公倍数を

使って混み具合を比較し，部屋の混み具合や人口密度など単位量あたりの大きさで考えた方が能率的であることを

学習している。 

  本単元では，異種の２つの量の割合である速さについて学習する。速さについて児童は，日常生活において，人

の走る速さや乗り物が移動する速さなどを「速い」「遅い」などと表現して捉える経験をしている。速さを量とし

て表すには，移動する長さと，移動にかかる時間という２つの異種の量が必要となる。更に速さは単位時間あたり

に移動する長さと捉えると（速さ）＝（長さ）÷（時間）として表すことができる。このように捉えると，速さは

速いほど大きな数値が対応する。 

次に，速さを一定の長さを移動するのにかかる時間として捉えると速いほど小さい数値が対応する。速さについ

ては（速さ）＝（長さ）÷（時間）という式で表すことから，長さと時間から速さを求めることもできる。また，

速さと時間から長さを求めたりすることもできる。さらに，長さと速さから時間を求めたりすることもできる。こ

のように，３つの数量の関係を理解し，使えるようになることも大切な学習である。 

更に，実際の生活場面に結び付けながら学習を進めることで，速さを学ぶ意義や有用性などの実感へと結び付け

ることも重要である。 

【指導内容の関連】 

  

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

●がい数とその計算 

・概数の意味・四捨五入 

・和，差の概算，見積もり 

●平均とその利用 

・長さの概測 

●単位量あたりの大きさ 

・単位量当たりの大きさ 

４年 

５年 

６年 

●平均とその利用 
 ・平均の意味の求め方 
 ・平均から全体量の求め方 

● 単位量あたりの大きさ 
 ・混み具合の比べ方 
 ・人口密度の意味 
 ・単位量あたりの問題 

●文字を用いた式 
 ・文字を用いることの必要性と意味 
 ・乗法と除法の表し方 
 ・一次式の加法と減法の計算 
 ・文字を用いた式に表すこと 

●文字を用いた式の四則計算 
 ・簡単な整式の加減及び単項式の乗除の計算 
 ・文字を用いた式で表したり読み取ったりする

こと 
 ・目的に応じた式変形 

５年 

６年 
中学１年 

● 速さ 

●速さ，道のり，時間を求める 

●時速，分速，秒速 

中学１年 

●資料のちらばりと代表値 

・ヒストグラムや代表値の必要性や意味 

・ヒストグラムや代表値を用いること 

●資料の調べ方 

・資料の整理 

・工夫されたグラフ 

 

 

 

 

 



 

（２）児童観 

【本単元の学習事項について】 

問題 考 技 知 問題別通過人数（ 人） 

①  
長さが７２ｍのロープを，同じ長さに６つに切 

り分けると１つ分はどれだけの長さになりますか。 
〇   

 

７１％（５／７人） 

②  
四捨五入で，上から２けたの概数にしましょう。 

４８３  ７２．９  ０．３５６ 

 

 
 〇 

 

７１％（５／７人） 

 

 

問題①は，７２ｍのロープを６等分にする問題で，７２÷６＝１２で求められるが，２人間違っていた。そのう

ち１人は計算を間違っていた。もう一人はかけ算をしていた。問題の意味が理解できていなかった。 

 問題②は概数の問題で，四捨五入の意味は分かっていたが，上から２けたの概数という意味が分かっていなかっ

た。 

 

【本単元でねらう資質・能力について】 

本校で身につけさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算
数科での児童の
姿 

主体性 自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿 

論理的思考力 
根拠を明らかにして，理由をつけて自分

の意見を述べる児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，図・ことば・

式を相互に関連付けて表現する姿 

自己理解 
自分の学習活動について自分が出来てい

る事，出来ていない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気

付き，表現したり，修正したりする姿 

自らへの自信 

周囲との関わりを通して「自分の良さ」

に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の

児童を納得させる姿 

（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

 

 

 

 

 

 

＜主体性＞ 

  自力解決の場面で自分の考えを書くことはできるが，式や図の説明を進んでノートに書くことが苦手な児童

がいる。 

＜論理的思考力＞ 

  ねりあいの場面で,自分の考えを図・ことば・式を活用して友達に分かるように説明することが苦手な児童

が多い。 

 

（３）指導観 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

【習得における工夫】 

① 分からない児童にはヒントカード（平均＝合計÷個数）を用意しておく。 

② グループでの話し合いは，一人一人の記録にどれだけ多くとべば全国平均をこえることができるか 

理由を明確にさせて説明させる。 

③ 全体のねりあいでは２つのグループの考えを比べながら，共通点，相違点を考えさせる。 

 

（２）児童観 

【本単元の学習事項について】 

問題 考 技 知 問題別通過人数（ 人） 

①  

たまご４個の重さをはかったら次のようでした。 

５３ｇ ５５ｇ ５８ｇ ５４ｇ 

１個平均何ｇですか。 

  〇 

 

８７％（７／８人） 

②  

A の自動車は３５Lのガソリンで７００㎞走れま
す。次の式から分かることを□にまとめて書きま
しょう。 
７００÷３５＝２０→   あたり２０   。          

〇   

 

７５％（６／８人） 

 

問題①は，４個のたまごの重さの平均を求める問題で１人間違えていた。４つの重さの合計は求めていたが，４

で割っていなかった。 

問題②は，単位量あたりの問題で２人間違っていた。ガソリン１Lあたりで２０㎞走れるという式の意味が読み

取れていなかった。 

 

【本単元でねらう資質・能力について】 

本校で身につけさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算
数科での児童の姿 

主体性 自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿 

論理的思考力 
根拠を明らかにして，理由をつけて自分

の意見を述べる児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，図・ことば

・式を相互に関連付けて表現する姿 

自己理解 
自分の学習活動について自分が出来てい

る事，出来ていない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に

気付き，表現したり，修正したりする姿 

自らへの自信 

周囲との関わりを通して「自分の良さ」

に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で

他の児童を納得させる姿 

（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

 

 

 

 

 

 

 

＜主体性＞ 

  自力解決の場面で自分の考えを書くことはできるが，式や図の説明を進んでノートに書くことが苦手な児童

がいる。 

＜論理的思考力＞ 

ねりあいの場面で,自分の考えを図・ことば・式を活用して友達に分かるように説明することが苦手な児童

が多い。 

 

（３）指導観 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

【習得における工夫】 

① 分からない児童にはヒントカード（時間を求める式）を用意しておく。 

② グループでの話し合いは，A君，B君，C君の順に説明させ，その後3人の作戦を比べて説明させる。 

③ 全体のねりあいでは２つのグループの考えを比べながら，共通点，相違点を考えさせる。 

 

 

  

 

 



 

【課題発見・解決学習における工夫】 

単元課題の工夫 

（場面設定・出会わせ方等） 

単元の導入において，教頭先生が実際に５・６年生の教室に行き，「体力 

に不安を感じる。」と児童に伝え，自分たちの体力について実感を持って考

えるようにした。 

協働的な学びと
なる工夫 ２グループに分け話し合いをさせた後全体で交流する。 

資質・能力に係る
工夫 

主体性：自力解決の場面で，必要に応じてヒントカードを手渡し，式や図の

説明をノートに書かせるようにする。 

論理的思考力：ねりあいの場面で,自分の考えを図・ことば・式を活用して友

達に分かるように説明させる。 

２ 本単元で設定した評価規準 

観点 評価規準 

 

 

 

教

科 

算数への 

関心・意欲・態度 

平均を用いることのよさに気づき，進んで身近な事柄の考察や表現に用いようとす 

る。 

数学的な考え方 
平均の考えを用いて，身近な事柄について考えたり，表現の仕方を考えたりするこ

とができる。 

数量や図形につい 

ての技能 

平均を求めたり，平均から全体を求めたりできる。また，それを用いて，長さなど 

の概測ができる。 

数量や図形につい 

ての知識・理解 

平均の意味や平均の求め方を理解している。 

資

質 

・ 

能

力 

主体性 自力解決の場面で自分の考えを進んでノートに表現することができる。 

論理的思考力 ねりあいの場面で,自分の考えを図・ことば・式を活用して説明することができる。 

自己理解  

自らへの自信  

３ 指導と評価の計画（全９時間）  

  時 内容 関 考 技 知 主 論 理 自 評価規準 

課

題

発

見 

 

 

 

課

題

と

の

出

会

い 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
・ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【課題発見・解決学習における工夫】 

単元課題の工夫 

（場面設定・出会わせ方等） 

単元の導入において，教頭先生が実際に５・６年生の教室に行き，「体力に不

安を感じる。」と児童に伝え，自分たちの体力について実感を持って考えるよ

うにした。 

協働的な学びとなる工夫 ２グループに分け話し合いをさせた後全体で交流する。 

資質・能
力に係る工夫 

主体性：自力解決の場面で，必要に応じてヒントカードを手渡し，式や図の説

明をノートに書かせるようにする 

論理的思考力：ねりあいの場面で,自分の考えを図・ことば・式を活用して友

達に分かるように説明させる。 

２ 本単元で設定した評価規準 

観点 評価規準 

 

 

 

教

科 

算数への 

関心・意欲・態度 

単位量あたりの考え方を用いて，速さ・道のり・時間の関係を調べようとする。 

数学的な考え方 道のりと時間の関係から，速さの意味や表し方がわかる。 

数量や図形につい 

ての技能 

速さの意味とその表し方がわかり，速さについての計算ができる。 

数量や図形につい 

ての知識・理解 

速さの意味や表し方，比べ方を理解している。 

資

質 

・ 

能

力 

主体性 自力解決の場面で自分の考えを進んでノートに表現することができる。 

論理的思考力 
ねりあいの場面で,自分の考えを線分図・ことば・式を活用して説明することができ

る。 

自己理解  

自らへの自信  

３ 指導と評価の計画（全８時間）  

  時 内容 関 考 技 知 主 論 理 自 評価規準 

課

題

発

見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課

題

と

の

出

会

い 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元課題 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

５年生，それは春のスポーツテストの結果を見てのことでした。 

そこで，先生はみなさんの結果を見て気になったのが立ち幅とびです。 

来見小学校の５年生８人の記録は次の通りです。 

  

名前 A君 

 

B君 C君 D君 E君 Fさん Gさん Hさん 

記録 

（㎝） 

１６０ １４７ １２２ １２７ １２５ １５６ １５０ １３０ 

全国の平均は１５１㎝です。どうもこの全国平均より来見小学校の平均の方が低いような気
がします。全国平均と来見小学校の平均を比べてみましょう。 

もし低かったら，この表の一人一人の記録にどれだけ多くとべば全国平均をこえることがで
きますか。 

もうすぐ２回目のスポーツテストがあります。みんなで全国平均をこえて，教頭先生を見 
返しましょう。 

 

単元課題 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

６年生は，今，持久走記録会の練習をしていますね。それを見ていた教頭先生が 

「あんな走り方をしていたらいい記録はでない。」と話していました。それを聞いた先生は

何とかしたいと思って男子３人に作戦を立ててもらいました。その作戦とは次の通りです。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

さて，だれの作戦で走ればこれまでの記録を上回ることができて，教頭先生を見返せ

るか考えて，みんなに提案しましょう。 
 

 ５，６年生は１０００ｍ（２００ｍトラックを５周）し

ます。ぼくの作戦は，まず１周目を３０秒で走り，２周

目，３周目，４周目を１分で走り，５周目を４５秒で走

れば，新記録まちがいなしだよ。 

ぼくの作戦はまず６００ｍを分速２５０ｍで走り，残

りの４００ｍを分速２００ｍで走ることだよ。 

ぼくの作戦は１０００ｍをはじめから最後まで分速２

００ｍの同じペースで走ることです。この作戦が１番

速く走れるよ。 

立君 

鉄生君 

滉介君 

５，６年生は１０００ｍ（２００ｍトラックを５周）走りま

す。ぼくの作戦は，まず１周目を３０秒で走り２周目，３周

目，４周目を１分で走り，５周目を４５秒で走れば，新記録

まちがいなしだよ。 A君 

B君 

C君 



 

単元課題に出会わせて， 複雑な平
均の問題を解く場面に触れる。 

◎ ・進んで問題を解こうとしている 

情

報

収

集

・ 

整

理

分

析 

２ 

大きさの違ういくつかの量をなら
して考える場面を通して，平均の用
語や求め方を知る。 

   ◎  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均の意味と求め方を理解し，
求めようとしている。 

３ 

平均を求め問題解決に活用する。  ◎       ・平均から全体を予測する問題を
考えている。 

４ 
いくつかの部分の平均を知って全
体の平均を求める。 

 ◎       ・２つのグループの平均から全体
の平均を考えている。 

５ 
歩幅を使っておよその距離を求め
る仕方を考える。 

 ◎       ・歩幅の平均を求めることに気づ
く。 

６ 
自分の歩幅を求め，それを用いて身
の回りの距離を測定する。 

  ◎      ・歩幅を使っていろいろな距離を
求めている。 

７ 

 

共通部分の差に着目し，その差の平
均を求めて考える方法で平均を求
める。 

◎        ・平均を工夫して求めることを通
して平均に対する興味・関心を
高めようとしている。 

課

題

解

決 

解

決 

・ 

ま

と

め 

・ 

表

現 

８ 

単元課題を解く。  ◎    〇  

 

 

 

 

 

・前時までの学習を活用し，平均
の問題を解き，分かりやすく説
明することができる。 

・ねりあいの場面で,自分の考え 
を図・ことば・式を活用して 
説明することができる。 

 

 
 
 

 

 

ふ

り

返

り 

９ 

パフォーマンス課題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の学習を振り返る。 

 ◎   〇     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課

題

解

決 

 

 
単元課題に出会わせて， 複雑な速
さの問題を解く場面に触れる。 

◎ 

 

・進んで問題を解こうとしている。 

情

報

収

集

・ 

整

理

分

析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解

決

・

ま

と

め

・

表

現 

２ 
速さの意味を理解する。    ◎     ・１秒間あたりに走る道のりが長い

ほど速いといえることを理解し
ている。 

３ 

速さの表し方，道のりと時間を知
って速さを求めることができる。 

 ◎   

 

〇 

    ・速さを求めるための方法を考え，
速さを求める公式について考え
ている。 

・速さを求める公式を理解している
。 

４ 
速さと時間を知って，道のりを求
めることができる。 

  ◎      ・速さと時間から道のりを求めるこ
とができる。 

５ 
道のりと速さを知って，時間を求
めることができる。 

  ◎      ・道のりと速さから時間を求めるこ
とができる。 

６ 
時速と分速と秒速との相互関係が
分かり，色々な速さを比べること
ができる。 

 ◎       ・時速，分速，秒速の速さの単位を
換算することについて考えてい
る。 

７ 

単元課題を解く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◎    〇   ・前時までの学習を活用し，式やこ
とばを使って，３人の作戦の時間
を求め，どの作戦がよいかを分か
りやすく説明することができる。 

・ねりあいの場面で,自分の考えを
線分図・ことば・式を活用して説
明することができる。 

 
 
 
 
 

８ 

 

 

 

 

パフォーマンス課題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元の学習を振り返る。 

 ◎ 

 

 

 

  

 

〇   

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

  

Ｉ（考え・基礎知識） Ｃ（つながり） Ｅ（応用・広がり） 
〇図・言葉・式を使って説明し
た。 

〇言葉・図・式や友達の 
意見を関連づけて説明した
。 

〇友達の考えについて，まだ分
からないことや明らかにな
っていないことを質問した。 

〇数学的な考え方のカードを
使って説明した。 

〇日常での具体例をあげて説
明した。 

 

 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

５年生，それは春のスポーツテストの結果を見てのことでした。 

そこで，先生はみなさんの結果を見て気になった種目がソフトボールなげです。 

来見小学校の５年生８人の記録は次の通りです。  

名前 A君 B君 C君 D君 E君 Fさん Gさん Hさん 

記録 

（ｍ） 

３０ ２３ ２０ １３ １９ ２２ １２ ２０ 

 

全国の平均は２１ｍです。どうもこの全国平均より来見小学校の平均の方が低いよう

な気がします。全国平均と来見小学校の平均を比べてみましょう。 

もし低かったら，この表の一人一人の記録にどれだけ多く投げれば全国平均をこえる

ことができますか。 

もうすぐ２回目のスポーツテストがあります。みんなで全国平均をこえて，教頭先生 

を見返しましょう。 

Ｉ（考え・基礎知識） Ｃ（つながり） Ｅ（応用・広がり） 
〇図・言葉・式を使って説明し
た。 

〇言葉・図・式や友達の意見を
関連づけて説明した。 

〇友達の考えについて，まだ分
からないことや明らかにな
っていないことを質問した。 

〇数学的な考え方のカードを
使って説明した。 

〇日常での具体例をあげて説
明した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

６年生は，今，持久走記録会の練習をしていますね。それを見ていた教頭先生が 
「あんな走り方をしていたらいい記録はでない。」と話していました。それを聞いた先生は何とか
したいと思って男子３人に作戦を立ててもらいました。その作戦とは次の通りです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
さて，だれの作戦で走ればこれまでの記録を上回ることができて，教頭先生を見返

せるか考えて，みんなに提案しましょう。 

 

 
 

 
５，６年生は８００ｍ（２００ｍトラックを４周）走ります。ぼくの作戦は

，まず，１周目を３０秒で走り，２周目，３周目を１分で走り，４周目を４

５秒で走れば，新記録まちがいなしだよ。 

A君 

 

B君 

 

C君 

 



 

パフォーマンス課題に対するルーブリック評価 

１ ２ ３ 

・ 来見小学校の平均を求める計算が

正しくできていない。 

・来見小学校の平均を求める計算が

正しくできている。 

・来見小学校の平均と全国平均を比

べ，全国平均をこえるにはどうし

たらよいかを分かりやすく説明す

ることができている。 

４ 本時の展開 

（１）本時の目標 

前時までの学習を活用し，平均の問題を解き，分かりやすく説明することができる。 

 

（２）学習の展開（８時間目／９ ） 

パフォーマンス課題に対するルーブリック評価 

１ ２ ３ 

・３人の考えた作戦でかかる時間が

それぞれ正しく求められない。  

・３人の考えた作戦でかかる時間を

それぞれ正しく求めることができ

ている。 

・３人の考えた作戦でかかる時間をそ

れぞれ正しく求めることができ，ど

の作戦で走ればよいかを分かりや

すく説明することができている。 

４ 本時の展開 

（１）本時の目標 

前時までの学習を活用し，式やことばを使って，３人の考えた作戦でかかる時間を求め，どの作戦がよいか

を分かりやすく説明することができる。 

 

（２）学習の展開（７時間目／８ ） 

評価規準

【観点】 

判断基準

（方法） 

指導上の留意点 主な発問と児童の反応予想 

学

習

活

動 

  

学

習

活

動 

主な発問と児童の反応予想 指導上の留意点 

評価規準

【観点】 

判断基準

（方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーに進めさせる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①分からない児童にはヒント

カード（平均＝合計÷個数

）を用意しておく 

 

本時の課題を知る。 

L：問題を読みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L：さぐりましょう。 

ア １６０＋１４７＋１２２＋１２７＋１２５＋１５６

  ＋１５０＋１３０＝１１１７ 

  １１１７÷８＝１３９．６（１３９．６２５） 

１ 

つ 

か 

む 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

さ 

ぐ 

る 

⑫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

つ 

か 

む 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

さ 

ぐ 

る

⑫ 

本時の課題を知る。 

L：問題を読みましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L：さぐりましょう。 

ア A君 

 ３０秒＋１分×３＋４５秒＝４分１５秒 

 

・学習リーダーに進めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①分からない児童にはヒントカード

（時間を求める式）を用意してお

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

５年生，それは春のスポーツテストの結果を見てのことでした。 

そこで，先生はみなさんの結果を見て気になった種目が立ち幅とびです。 

来見小学校の５年生８人の記録は次の通りです。 

  

名前 A君 B君 C君 D君 E君 Fさん Gさん Hさん 

記録 

（㎝） 

１６０ １４７ １２２ １２７ １２５ １５６ １５０ １３０ 

全国の平均は１５１㎝です。どうもこの全国平均より来見小学校の平均の方が

低いような気がします。全国平均と来見小学校の平均を比べてみましょう。 

もし低かったら，この表の一人一人の記録にどれだけ多くとべば全国平均をこ

えることができますか。 

もうすぐ２回目のスポーツテストがあります。みんなで全国平均をこえて，教 

頭先生を見返しましょう。 

教頭先生が「５，６年生の体力に不安を感じる。」と話していました。 

６年生は，今，持久走記録会の練習をしていますね。それを見ていた教頭先生が 

「あんな走り方をしていたらいい記録はでない。」と話していました。それを聞いた先生は

何とかしたいと思って男子３人に作戦を立ててもらいました。その作戦とは次の通りです。 
 ５，６年生は１０００ｍ（２００ｍトラックを５周）し

ます。ぼくの作戦は，まず１周目を３０秒で走り，２周

目，３周目，４周目を１分で走り，５周目を４５秒で走

れば，新記録まちがいなしだよ。 

ぼくの作戦はまず６００ｍを分速２５０ｍで走り，残

りの４００ｍを分速２００ｍで走ることだよ。 

ぼくの作戦は１０００ｍをはじめから最後まで分速２

００ｍの同じペースで走ることです。この作戦が１番

速く走れるよ。 

立君 

鉄生君 

滉介君 
 

さて，だれの作戦で走ればこれまでの記録を上回ることができて，教頭先生を見返せるか

考えて，みんなに提案しましょう。 

５，６年生は１０００ｍ（２００ｍトラックを５周）走ります。
ぼくの作戦は，まず１周目を３０秒で走り，２周目，３周目，４
周目を１分で走り，５周目を４５秒で走れば，新記録まちがいな
しだよ。 

A君 

B君 
 

C君 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・早くできた児童には１１．

４㎝多くとべば１５１㎝を

超えることができるのか確 

かめをさせる。 

 

 

 

②グループでの話し合いは，

一人一人の記録にどれだけ

多くとべば全国平均をこえ

ることができるか理由を明

確にさせて説明させる。 

 

③全体のねりあいでは２つの

グループの考えを比べなが

ら，共通点，相違点を考え

させる。 

  １５１－１３９．６＝１１．４ 

      答え１１．４㎝多くとべばいい。 

イ ６０＋４７＋２２＋２７＋２５＋５６＋５０＋３０

＝３１７ 

 ３１７÷８＝３９．６（３９．６２５）  

１００＋３９．６＝１３９．６ 

１５１－１３９．６＝１１．４ 

     答え１１．４㎝多くとべばいい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

L：グループで話し合いましょう。 

 

 

 

 

L：みんなで話し合いましょう。 

ア 式は１６０＋１４７＋１２２＋１２７＋１２５ 

＋１５６＋１５０＋１３０＝１１１７ 

  １１１７÷８＝１３９．６ 

  １５１－１３９．６＝１１．４ 

   答えは１１．４㎝多くとべばいいです。 

 まず，来見小学校の平均を出します。 

 平均は合計÷個数だからみんなの記録を合計して８人

で割りました。すると１３９．６㎝になりました。 

 そして全国平均１５１㎝と比べると，１１．４㎝も低い

ことがわかりました。だから１１．４㎝多くとべばいい

と思います。 

 

イ 式は６０＋４７＋２２＋２７＋２５＋５６＋５０ 

＋３０＝３１７ 

 ３１７÷８＝３９．６    

１００＋３９．６＝１３９．６ 

 

１５１－１３９．６＝１１．４  

   答えは，１１．４㎝多くとべばいいです。 

理由はまず来見小学校の平均を出します。 

私たちの班は平均の求め方の工夫のところで習ったこ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

㉕ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  B君 

 ６００÷２５０＝２．４ 

 ６０×０．４＝２４・・・２分２４秒 

 ４００÷２００＝２ 

 ２分２４秒＋２分＝４分２４秒 

  C君 

 １０００÷２００＝５・・・５分 

         答え A君の作戦が１番速い。 

イ A君 

 ３０秒＋１分×３＋４５秒＝４分１５秒 

  B君 

 ６００÷２５０＝２．４・・２．４分 

 ４００÷２００＝２・・・・２分 

 ２．４分＋２分＝４．４分 

  C君 

 １０００÷２００＝５・・・５分 

         答え B君の作戦が１番速い。 

 

 

L：グループで話し合いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

L：みんなで話し合いましょう。 

ア A君の作戦は 

 ３０秒＋１分×３＋４５秒＝４分１５秒になりま

す。 

その理由はまず１周目を３０秒で走り，２周目，３

周目，４周目を１分で走り，５周目を４５秒で走る

のだから１周目から５周目までをたせば４分１５

秒になります。 

 B君は 

 ６００÷２５０＝２．４まず６００ｍを分速２５０

ｍで走るので，２．４分かかります。２．４分は２

分２４秒です。 

次に，残りの４００ｍを分速２００ｍで走るから４

００÷２００＝２で２分かかります。 

だから，２分２４秒と２分をたして４分２４秒で

す。 

 C君の作戦は 

１０００ｍを分速２００ｍで走るから 

 １０００÷２００は５・・・５分です。 

 ３人の作戦を比べるとA君の作戦が１番速いです。 

イ まずA君の作戦は 

式は，３０秒＋１分×３＋４５秒＝４分１５秒で

す。答えは４分１５秒です。理由は１周目から５

周目までの時間をたせば４分１５秒になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②グループでの話し合

いは，A君B君，C君の

順に説明させその後3

人の作戦を比べて説

明させる。 

 

③全体のねりあいでは

２つのグループの考

えを比べながら，共通

点，相違点を考えさせ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  



 

 

 

５ 板書計画 

課題          

 

 

 

 

 

         

          

  

 

課題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

前時までの学習

を活用し，平均

の問を解き，分

かりやすく説

明することが

できる。 

【数学的な考

え方】 

（ノート，行動

） 

 

ねりあいの場 

面で,自分の考 

えを図・ことば 

・式を活用して 

説明すること 

ができる。 

【論理的思考

力】（ノート，

行動） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習して分かったことを

６年生に伝え，お互いに

交流しあう。 

とを使って，８人とも１００㎝はとんでいるので 

１００㎝より多くとんだ部分に目をつけて計算しまし

た。合計は３１７㎝になりました。  

平均は合計÷個数だからみんなの記録を合計して８人

で割りました。 

すると３９．６㎝になり，１００㎝をたして１３９．

６㎝になりました。 

そして全国平均１５１㎝と比べると，１１．４㎝も低

いことがわかりました。 

だから１１．４㎝多くとべばいいと思います。 

 

L：２つの考えを比べて違うところを見つけて，話し合

いましょう。 

 

・イの考え方がはかせだと思います。理由は平均の求め

方の工夫を使って簡単に求めているからです。 

 

L：ふりかえりをしましょう。 

・自分たちの記録より１１．４㎝多くとんだら全国平均

をこえられるということが分かりました。 

・「１１．４㎝多くとぶ」という目標を掲げて毎日練習

をして教頭先生を見返そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

ふ 

り 

か 

え 

り 

③ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

ふ 

り 

か 

え 

り 

③ 

 次にB君の作戦は 

 ６００÷２５０＝２．４・・２．４分 

 ４００÷２００＝２・・・・２分 

 ２．４分＋２分＝４．４分です。 

 理由は６００ｍを分速２５０ｍで走るから 

 「時間＝道のり÷速さ」を使って 

６００÷２５０＝２．４・・２．４分です。 

そして４００ｍを分速２００ｍで走るから 

４００÷２００＝２・・・・２分です。 

 最後にC君の作戦は 

 １０００÷２００＝５・・・５分です。 

そのわけは，１０００ｍを分速２００ｍで走るから

１０００÷２００は５・・・５分です。 

 だからB君の作戦が１番速いです 

L：２つの考えを比べて違うところを見つけて話し合

いましょう。 

 

・イのB君の６００÷２５０＝２．４・・２．４のま

までA君，C君と比較することはできないと思いま

す。２．４分は２分２４秒だと思います。 

・アの考えのA君の作戦が１番速いと思います。 

 

L：ふりかえりをしましょう。 

・A君の作戦で走れば速く走れて教頭先生を見返すこ

とができると思います。 

・A君の作戦でしっかり練習をして持久走記録会に結

果を出そう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習して分かったこと

を５年生に伝え，お互

いに交流しあう。 

前時までの学習を活

用し，式やことばを使

って，３人の作戦の時

間を求め，どの作戦が

よいかを分かりやす

く説明することがで

きる。 

【数学的な考え方】 

（ノート，行動） 

 

ねりあいの場面で自

分の考えを線分図・

ことば・式を活用し

て説明することがで

きる。 

【論理的思考力】（

ノート，行動） 

単元課題  単元課題 
ア １６０＋１４７＋１２２＋

１２７＋１２５＋１５６＋

１５０＋１３０＝１１１７ 

  １１１７÷８＝１３９．６ 

 １５１－１３９．６＝１１．４ 

答え１１．４㎝多くとべばいい。 

 

イ ６０＋４７＋２２＋２７＋

２５＋５６＋５０＋３０＝

３１７ 

 ３１７÷８＝３９．６    

１００＋３９．６＝１３９．６ 

１５１－１３９．６＝１１．４ 

答え１１．４㎝多くとべばいい。 

 

ア A君 

 ３０秒＋１分×３＋４５秒＝４

分１５秒 

  B君 

 ６００÷２５０＝２．４ 

 ６０×０．４＝２４・２分２４秒 

 ４００÷２００＝２ 

 ２分２４秒＋２分＝４分２４秒 

  C君 

 １０００÷２００＝５・５分 

  答え A君の作戦が１番速い。 

 

 

イ A君 

 ３０秒＋１分×３＋４５秒＝４

分１５秒 

  B君 

 ６００÷２５０＝２．４・・ 

２．４分 

 ４００÷２００＝２・・・・２分 

 ２．４分＋２分＝４．４分 

  C君 

 １０００÷２００＝５・・・５分 

  答え B君の作戦が１番速い。 

 


